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ペロブスカイト太陽電池および有機薄膜太陽電池の最大の特長の一つは、低温形成が可能でか

つ高効率であることが挙げられる。このことから樹脂フィルムへの作製が可能であり、軽量・フ

レキシブル太陽電池を製造できるという得意な点（得手）が取り上げられている。しかしながら、

低温形成ということから、動作環境における高温暴露での分解、相分離といった変質が懸念され

る。太陽電池モジュールの型式認証試験 IEC61215のテストシークエンスでは[1]、特に85℃/85%RH

での高温高湿試験(Damp Heat test)での耐久性がよく議論されているが、案外、同試験をパスする

見通しが報告されている[2,3]。それ以上に、IEC61215 のテストにはないが、最近、高温保持して

連続光照射する試験での劣化が課題になってきている[4]。一方、無機化合物薄膜の Cu(In,Ga)Se2 

(CIGS)太陽電池は、高温での光照射(heat-light soaking)による特性向上が知られている[5]。日射量

の多い高温地帯は CIGS 太陽電池が得意とするところである。ただし、この光照射(light soaking)

が DH テストで課題となっていた。DH テストは暗状態で行うため、CIGS 太陽電池を長時間暗状

態で保持した後に I-V 測定を行うと効率が低下する。その後、光照射することで効率は回復する

が、1000 時間の DH テストでは、試験前まで回復せず、パスできないということが起こった。し

かしながら、長時間暗状態とはならない屋外暴露では、そのような低下は観測されず、また光照

射しながら DH テストを行うと効率は低下しない[6]。そこで、光照射と同様な状態となる電流注

入しながら DH テストを行う試験法が提案され、規格として承認された[1]。ペロブスカイト太陽

電池においても動作環境とは異なる長時間の高温光照射試験よりも、昼夜を模擬する繰り返しの

光照射での高温曝露試験での評価が検討されている[7]。CIGS 太陽電池の取り組みを参考にして、

実環境に即した試験法を規格化することが今後求められる。この他に Si 太陽電池や化合物薄膜太

陽電池の実用上の取り組みについて紹介する予定である。ペロブスカイト太陽電池の実用化に当

たり、これら先達からの教訓と知恵を活かすことを望む。 
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